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書
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佐
賀
県
規
則
第
十
二
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佐
賀
県
公
文
書
館
管
理
規
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
佐
賀
県
公
文
書
館
条
例
（
平
成
二
十
四
年
佐
賀
県
条
例
第
七
号
。

以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
佐
賀
県
公
文
書
館
（
以
下
「
公
文

書
館
」
と
い
う
。
）
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

実
施
機
関 

知
事
、
議
会
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
、
監

査
委
員
、
公
安
委
員
会
、
警
察
本
部
長
、
労
働
委
員
会
、
収
用
委
員
会
、
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
及
び
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
い
う
。 

二 

歴
史
的
文
書 

条
例
第
一
条
に
規
定
す
る
歴
史
的
文
書
を
い
う
。 

三 

公
文
書 

実
施
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
書
面
、
図
画
及
び

写
真
（
こ
れ
ら
を
撮
影
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
含
む
。
）
並
び
に
電
磁
的
記
録
（
電

子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
式
で
作
ら
れ
た
記
録
を
い
う
。
）
を
い
う
。 

四 

公
文
書
等 

公
文
書
そ
の
他
の
記
録
を
い
う
。 

 

（
所
掌
事
務
） 

第
三
条 

公
文
書
館
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

実
施
機
関
か
ら
引
き
継
い
だ
完
結
文
書
の
保
存
及
び
廃
棄
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

歴
史
的
文
書
の
選
別
、
保
存
、
利
用
及
び
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。 



2 

 
（
職
員
） 

第
四
条 

公
文
書
館
に
、
館
長
そ
の
他
必
要
な
職
員
を
置
く
。 

２ 

館
長
は
、
知
事
の
命
を
受
け
て
、
公
文
書
館
の
業
務
を
掌
理
し
、
職
員
を
指
揮
監
督
す

る
。 

（
職
務
の
代
行
） 

第
五
条 

館
長
が
不
在
の
と
き
は
、
館
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
職
員
が
そ
の
職
務
を
代

行
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
代
行
し
た
事
項
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、

速
や
か
に
、
館
長
の
後
閲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
館
長
の
専
決
事
項
） 

第
六
条 

館
長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
専
決
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

職
員
の
事
務
分
掌
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

職
員
の
旅
行
を
命
令
す
る
こ
と
。 

三 

職
員
の
欠
勤
並
び
に
慶
弔
休
暇
、
年
次
休
暇
、
夏
季
休
暇
、
生
理
休
暇
、
産
前
産
後

通
院
休
暇
、
妊
娠
通
勤
緩
和
休
暇
、
妊
娠
障
害
休
暇
、
出
産
補
助
休
暇
、
配
偶
者
出
産

時
育
児
休
暇
、
育
児
休
暇
、
引
き
続
き
三
日
以
内
の
特
別
休
暇
（
裁
判
員
、
証
人
、
鑑

定
人
、
参
考
人
等
と
し
て
官
公
署
に
出
頭
す
る
場
合
を
除
く
。
）
及
び
引
き
続
き
十
日
以

内
の
病
気
休
暇
並
び
に
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
百
十
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
部
分
休
業
の
願
の
処
理
に
関
す
る
こ

と
。 

四 

職
員
の
週
休
日
（
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
勤
務

時
間
の
割
振
り
に
関
す
る
こ
と
。 

五 

職
員
の
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。 

六 

職
員
の
休
日
の
代
休
日
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。 

七 

職
員
の
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
及
び
通
勤
手
当
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。 
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八 

佐
賀
県
情
報
公
開
条
例
（
昭
和
六
十
二
年
佐
賀
県
条
例
第
十
七
号
）
に
基
づ
く
公
文

書
の
開
示
及
び
佐
賀
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
三
年
佐
賀
県
条
例
第
三
十
七
号
）

に
基
づ
く
個
人
情
報
の
開
示
の
決
定
等
に
関
す
る
こ
と
。 

 

九 

そ
の
他
軽
易
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。 

２ 

館
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
理
し
た
事
項
の
う
ち
、
特
に
重
要
で
あ
り
、
又
は
異

例
に
属
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
関
係
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
週
休
日
） 

第
七
条 

公
文
書
館
に
勤
務
す
る
職
員
の
週
休
日
は
、
月
曜
日
（
当
該
月
曜
日
が
国
民
の
祝

日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
休
日
に

当
た
る
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）
及
び
毎
四
週
間
に
つ
き
四
日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等

（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
佐
賀
県
条
例
第
十
八
号
。
以

下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
四
日
以
上
で
そ
の
職
員
の
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
（
条
例

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
従
っ

た
も
の
、
短
時
間
勤
務
職
員
（
条
例
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
及
び
条
例
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
あ
っ
て
は
四
日
以
上
）
と
な
る
よ
う
に
館
長
が
職
員
ご
と
に
指
定
す
る
日
と
す
る
。 

（
勤
務
時
間
の
割
振
り
） 

第
八
条 

公
文
書
館
に
勤
務
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
館
長
が
職
員
ご
と
に
毎
四
週
間
に

つ
き
一
週
間
当
た
り
勤
務
時
間
が
三
十
八
時
間
四
十
五
分
と
な
る
よ
う
に
、
前
条
の
週
休

日
以
外
の
日
に
お
い
て
そ
の
割
振
り
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
始
業

時
刻
は
八
時
三
十
分
と
し
、
終
業
時
刻
は
十
七
時
十
五
分
と
す
る
。 

２ 

館
長
は
、
業
務
の
状
況
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
始
業
時
刻
及
び
終
業
時
刻
を
繰
り
上
げ
、
又
は
繰
り
下
げ
て
職
員
に
勤
務
を
命
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ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
及
び
短
時
間
勤
務
職
員
の

勤
務
時
間
は
、
館
長
が
、
職
員
ご
と
に
毎
四
週
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が

そ
の
職
員
に
つ
い
て
知
事
が
別
に
定
め
た
勤
務
時
間
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
職
員
に
つ
い
て
知
事
が
別
に
定
め
た
勤
務
時
間
で
そ
の
職
員
の
育
児
短
時
間

勤
務
等
の
内
容
に
従
っ
た
も
の
）
と
な
る
よ
う
に
、
前
条
の
週
休
日
以
外
の
日
に
お
い
て

そ
の
割
振
り
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
開
館
時
間
） 

第
九
条 

公
文
書
館
の
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。 

２ 

館
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
開
館

時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
休
館
日
） 

第
十
条 

公
文
書
館
の
休
館
日
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

月
曜
日
（
当
該
月
曜
日
が
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
第
三
条
に
規
定
す
る
休
日
に

当
た
る
場
合
は
、
そ
の
翌
日
） 

二 

一
月
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
日 

２ 

館
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
臨
時
に
開

館
し
、
又
は
休
館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
保
存
等
） 

第
十
一
条 

公
文
書
館
に
お
い
て
保
存
す
る
公
文
書
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

実
施
機
関
か
ら
引
継
ぎ
を
受
け
た
公
文
書
等 

 

二 

歴
史
的
文
書 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
館
長
が
重
要
な
歴
史
資
料
と
し
て
認
め
た
公
文
書 

 
 

等 
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２ 

知
事
は
、
歴
史
的
文
書
の
散
逸
を
防
止
し
、
又
は
適
正
な
保
存
を
図
る
た
め
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
実
施
機
関
に
お
け
る
文
書
の
保
管
状
況
を
調
査
し
、
か
つ
、
適
正

な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
歴
史
的
文
書
の
利
用
） 

第
十
二
条 

館
長
は
、
歴
史
的
文
書
に
つ
い
て
利
用
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
次
条
に

定
め
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
一
般
の
利
用
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

館
長
が
歴
史
的
文
書
を
利
用
さ
せ
る
場
合
に
は
、
書
面
、
図
画
又
は
写
真
に
つ
い
て
は

閲
覧
又
は
写
し
の
交
付
の
方
法
に
よ
り
、
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
そ
の
種
別
、
情
報
化

の
進
展
状
況
等
を
勘
案
し
て
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
閲

覧
の
方
法
に
よ
り
歴
史
的
文
書
を
利
用
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
歴
史
的
文
書
の
保
存
に
支

障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
に
限
り
、

そ
の
複
製
物
を
閲
覧
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
利
用
の
制
限
） 

第
十
三
条 

館
長
は
、
歴
史
的
文
書
に
次
に
掲
げ
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当

該
歴
史
的
文
書
（
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
部
分
に
限
る
。
）
の
利
用
を
制
限
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

一 

佐
賀
県
情
報
公
開
条
例
第
六
条
第
一
号
に
該
当
す
る
情
報 

二 

佐
賀
県
情
報
公
開
条
例
第
六
条
第
二
号
に
該
当
す
る
情
報
で
、
別
表
に
掲
げ
る
も
の 

三 

佐
賀
県
情
報
公
開
条
例
第
六
条
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
該
当
す
る
情
報 

２ 

館
長
は
、
歴
史
的
文
書
の
原
本
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
原
本
の
汚
損
又
は
破

損
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
当
該
原
本
の
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

（
閲
覧
等
の
手
続
） 

第
十
四
条 

公
文
書
館
に
お
い
て
歴
史
的
文
書
の
閲
覧
又
は
写
し
の
交
付
を
希
望
す
る
者
は
、

歴
史
的
文
書
閲
覧
等
申
請
書
（
様
式
）
を
提
出
し
、
館
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。 

２ 
歴
史
的
文
書
の
写
し
の
交
付
を
希
望
す
る
者
は
、
当
該
写
し
の
交
付
に
要
す
る
実
費
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
持
ち
出
し
禁
止
） 

第
十
五
条 

歴
史
的
文
書
を
利
用
す
る
者
は
、
当
該
歴
史
的
文
書
を
閲
覧
室
の
外
に
持
ち
出

し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
利
用
の
停
止
又
は
禁
止
） 

第
十
六
条 

館
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
、
歴
史
的
文
書
の
利

用
を
停
止
し
、
又
は
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

こ
の
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

二 

歴
史
的
文
書
を
汚
損
し
、
若
し
く
は
き
損
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者 

三 

他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

四 

職
員
の
指
示
に
従
わ
な
い
者 

（
入
館
の
制
限
） 

第
十
七
条 

館
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
、
入
館
を
禁
じ
、
又

は
退
館
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

公
文
書
館
の
設
置
の
目
的
に
反
す
る
使
用
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合 

二 

公
文
書
館
内
の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合 

三 

公
文
書
館
の
施
設
又
は
設
備
を
き
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合 

四 

集
団
的
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
組
織
の
利
益
に
な
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合 

五 

そ
の
他
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合 

（
弁
償
） 

第
十
八
条 

公
文
書
館
の
資
料
又
は
施
設
若
し
く
は
設
備
を
亡
失
し
、
破
損
し
、
又
は
汚
損
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し
た
者
は
、
館
長
の
指
示
に
従
い
、
現
品
又
は
相
当
の
代
価
を
も
っ
て
弁
償
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
補
則
） 

第
十
九
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
文
書
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

別
に
定
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

別
表
（
第
十
三
条
関
係
） 

 

 

 

 

 

 

個
人
の
特
に
重
大
な
秘
密
で
あ
っ
て
、
当

該
情
報
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該

個
人
の
権
利
利
益
を
不
当
に
害
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
も
の 

個
人
の
重
大
な
秘
密
で
あ
っ
て
、
当
該
情

報
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
個
人

の
権
利
利
益
を
不
当
に
害
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の 

個
人
の
秘
密
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
を
公

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
個
人
の
権
利

利
益
を
不
当
に
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の 情
報
の
種
類 

永
久 

そ
の
作
成
又
は
取
得
の
日
の
属
す
る
年

度
の
翌
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
起
算
し

て
八
十
年
間 

そ
の
作
成
又
は
取
得
の
日
の
属
す
る
年

度
の
翌
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
起
算
し

て
五
十
年
間 

閲
覧
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
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様式（第 14 条関係） 
歴史的文書閲覧等申請書 

年  月  日 
  佐賀県公文書館長 様 
  
   下記のとおり資料を閲覧したいので申請します。 

 

注 １ 簿冊を閲覧する場合にあっては上段に簿冊番号及び冊数を、マイクロフイルム又はＣＤを

閲覧する場合にあっては下段にリール番号（ＣＤ番号）及び巻数を記入すること。 
  ２ 資料の写しの交付を希望する場合は、複写枚数及び複写申請欄に記入すること。 

３ これにより得た個人情報は、歴史的文書の閲覧等申請業務に関することにのみ使用し、他

の目的には使用しません。 

氏名  

住所 〒
電話   （  ）     

連絡先 〒
電話   （  ）      

閲覧目的  

簿冊番号 

資料名 

冊数 

複写枚数
リール番号

（ＣＤ番号） 巻数 

       

    

     

    

     

    

     

    

     

    

写申請

 上記資料の写しの交付を希望するので申請します。 
 
 目的又は用途 


